
○概　評

非該当

(4)-①　看護職員の配置については、行動援護・居宅介護の事業所には求められていない。

独自

22年度途中開所の事業所のため、利用者アンケートや職員評価については今後検討が必要かと思う。

利用者も少ないため、利用者会の開催や実習生の受け入れ等は検討していない。

気付いた点

地域との関わりの部分で、小規模法人でどこまでできるのかといった疑問もあり、地域に対しての講座等は

難しいのではと感じた。

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入
してください。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

新規

新規

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する評価項目の番号
大・中・小項目、着眼点

内容および進捗状況
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）

1　(2)-②1
職員同士で個々に意見交換は行っているが、ま
だ開所したばかりで職員全体での場は設けられ
ていない。

1年間
2023年4月～2024年3月

3　(1)-⑦3、(5)-①2
開所後1年経過していないため、アンケート等は
実施していない。

1年間
2023年4月～2024年3月
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